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日本は本格的な人口減少局面へと突入

（資料）国土交通省「国土交通白書」より

• 日本の人口は戦後に急増したが、2010年頃に減少基調へと反転。

人口の長期推移
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2022年度決算の概要
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経常収支比率は高い水準に位置

• 経常収支比率は2021年度に88.6%まで低下したが、2022年度には
94.4%まで上昇。2023年度も上昇する見込み。

（資料）安芸高田市「普通会計財政状況」より

経常収支比率
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歳入は減少

（資料）安芸高田市「普通会計財政状況」より

経常的収入

• 2022年度の経常的収入は2021年度から約7.5億円減少。

• 主因は地方交付税（△4.5億円）と臨時財政対策債（△3.5億円）。
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• 歳出は横這いで推移。義務的経費は漸減しながらも、物件費や繰出金等が動かず。
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歳出は横這い

（資料）安芸高田市「普通会計財政状況」より

経常的支出

• 2022年度の経常的支出は2021年度から横這い。
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上水道事業における繰出金 下水道事業における繰出金
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上下水道事業は財政の重石

（資料）安芸高田市「決算統計」より（資料）安芸高田市「決算統計」より

• 上下水道事業への繰出金は恒常的に財政を圧迫。

• 赤字補填（基準外部分）について見直していく必要あり。
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地方債残高は減少基調が継続

（資料）安芸高田市「普通会計財政状況」より

地方債残高

• 借り入れの抑制によって地方債残高は減少基調が継続。
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公債費の負担は軽度

（資料）安芸高田市「普通会計財政状況」より

• 返済は順調で公債費の負担は漸減傾向。

• 実質公債費比率も緩やかに低下。

公債費
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財政調整基金は適正水準に近づく

（資料）安芸高田市「普通会計財政状況」より

財政調整基金

• 2021年度の剰余金を積み立て、財政調整基金は9.2億円まで回復。

• 適正水準（標準財政規模の10%程度）が視野に。
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20年後の危機
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地方交付税 扶助費
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人口減少と高齢化の影響が歳入・歳出に現出

• 地方交付税は人口減少に伴って直近10年間で19億円ほど減少。

• 扶助費は高齢化を背景に直近10年間で6億円ほど増加。

（資料）安芸高田市「普通会計財政状況」より （資料）安芸高田市「普通会計財政状況」より
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今後20年間で財政の裁量は一段と縮小

（資料）安芸高田市「公共施設等総合管理計画」より

地方交付税と扶助費の予測

• 地方交付税は今後20年間で約23億円ほど減少。

• 扶助費は今後20年間で約15億円ほど増加。
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危機を回避するために
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公共施設の廃止に向けた取り組み

公共施設等総合管理計画

⇒公共施設を20年間で30%以上削減する目標を明示。

公共施設等総合管理計画 個別計画

⇒施設毎の行動計画を設定。

公共施設等総合管理計画 改訂

⇒更新費用等の試算を公表。

施設の廃止スケジュール

⇒施設毎の詳細な廃止時期を明示。

削減率は
4％と低迷
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施設の廃止スケジュール①

年度 種類  施設名
延床面積

（㎡）

学校施設 小田東小学校　体育館 727

鷹ノ巣避難小屋 60

高宮青空市湯の森店 88

八千代養魚池等釣堀施設 107

スポーツ施設 吉田大浜運動公園 90

地区集会所 向井原多目的集会所 100

郷野小学校　体育館 807

川根小学校 1,765

川根小学校　体育館 560

川根ゆず加工施設 329

竹貞地区漁具格納庫 100

その他施設 ひとは作業所「あっぷ」 455

産業系施設 高宮レインボーファーム（食肉処理施設） 886

公営住宅 中山団地　公営　S50 104
2025

2023
産業系施設

2024

学校施設

産業系施設
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施設の廃止スケジュール②

年度 種類  施設名
延床面積

（㎡）

八千代潜龍渓ふれあいの里レストハウス 83

向原農村交流館 695

美土里堆肥センター 3,311

高宮堆肥センター 3,674

甲田堆肥センター 2,595

市有甲田団地　市有　S52 3,650

市有常友団地　市有　S51 3,512

吉田保育所 1,563

みつや保育所 436

吉田幼稚園 356

2027 産業系施設 塩貝家畜集合施設 634

2028 公営住宅 国司団地　公営　S46 736

2026

産業系施設

市有住宅

幼稚園・保育園
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施設の廃止スケジュール③

年度 種類  施設名
延床面積

（㎡）

八千代町サイクリング休憩所（土師） 97

共同作業場13施設 87

農機格納庫17施設 68

集会施設 八千代基幹集落センター 707

貴船ハウス（旧第四分庁舎＜旧吉田土木＞） 333

ふれあいセンターこうだ 1,717

土師ダムスポーツ広場人工スキー場管理棟 94

土師ダム周辺グラウンド広場等利用施設管理所 81

庁舎 美土里支所庁舎 2,560

2031 庁舎 高宮支所庁舎 2,630

公営住宅 富士団地　公営　H3 69

庁舎 向原支所庁舎 3,068

その他施設 清流園 2,718

公営住宅 紅葉ヶ丘団地　公営　H5 139

庁舎 甲田支所庁舎 3,712

2029

産業系施設

その他施設

2030
産業系施設

2032

2033
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施設の廃止スケジュール④

年度 種類  施設名
延床面積

（㎡）

学校施設 中学校　統合 10,790

来原小学校　体育館 612

小田小学校　体育館 850

公営住宅 竹貞団地　公営　H4 159

第三花の木団地　公営　H1 129

花の木（二）団地　公営　H1 65

紅葉ヶ丘団地　公営　H6 606

2034
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施設の廃止スケジュール⑤

年度 種類  施設名
延床面積

（㎡）

スポーツ施設 美土里総合運動公園附属施設 109

八千代中央グラウンドクラブハウス 100

地区集会所 竹貞集会所 100

福田集会所 104

市ヶ原集会所 126

青迫・浄安寺集会所 130

吉田東集会所 132

古井出集会所 130

花の木教育集会所 141

保健施設 安芸高田市保健センター 1,623

その他施設 多文化共生推進拠点施設　きらり 3,194

2034
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2034年度には目標を達成

• 2034年度には公共施設を37%削減できる見込み。

施設の廃止率
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公共施設の削減で更新費用は3分の1に

（注）2020年度は2016年度から5年の実績平均。
（資料）安芸高田市「公共施設等総合管理計画」より

（注）2020年度は2016年度から5年の実績平均。

• 公共施設の削減によって更新費用は年平均10.0億円まで抑制が可能。

公共施設の更新費用（削減前） 公共施設の更新費用（削減後）
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• 公共施設の削減によって維持管理費用も7.2億円まで抑制が可能。

（注）2020年度は2016年度から5年の実績平均。

公共施設の削減で維持管理費用も4割減

公共施設の維持管理費用
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結論

正しい認識と行動が求められる。

24



質疑応答
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